
伐採した森林をどうする？

～ 森林から持続的に恩恵を得るために ～

森林の

施業･管理

研究の背景･目的

森林を持続的に利用するうえで①植栽，②手入れ，③伐

採・利用，そして④再び植栽という一連の作業が重要です

(右図)。近年，県内で広く植栽されたスギ･ヒノキなどが利

用期を迎え，今後これらの伐採や利用が予想されます(右グ

ラフ)。ところが，再植栽されず，伐採跡地が放置される懸

念もあります。そこで，本研究では低コストで実施できる

森林の再生技術の確立を目指します。

植栽

手入れ伐採

森林の持続的な利用

島根県の針葉樹人工林面積
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研究方法

①放置された人工林伐採跡地の調査

・樹木の種類，土地利用など

②低コストできる森林再生技術の試験

・大苗を利用した下刈作業の軽減(下左図)

・植栽本数を減らして間伐の軽減(下右図)

③伐採された天然広葉樹林の再生状況の調査

・樹木の種類，切株から出る新芽の発生状況など
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森林を持続的に利用するうえで①植栽，②手入れ，③伐

採・利用，そして④再び植栽という一連の作業が重要です

(右図)。近年，県内で広く植栽されたスギ･ヒノキなどが利

用期を迎え，今後これらの伐採や利用が予想されます(右グ

ラフ)。ところが，再植栽されず，伐採跡地が放置される懸

念もあります。そこで，本研究では低コストで実施できる

森林の再生技術の確立を目指します。

研究成果の活用

この研究成果で森林再生方法の選択肢が増え，林業経営，環境面から伐採地の状況に応じ

た森林の再生が可能になります。これによって，森林の持続的利用が促進されます。

研究状況

①放置された人工林伐採跡地の調査

タケやササに覆われるところが多く観察されました。⇒森林の再生に悪影響

②低コストできる森林再生技術の試験

大苗を利用した試験(出雲市) 植栽本数を減らした試験(雲南市,安来市)

③伐採された天然広葉樹林の再生状況の調査

雲南地域で調査を実施しています。
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研究方法

①放置された人工林伐採跡地の調査

・樹木の種類，土地利用など

②低コストできる森林再生技術の試験

・大苗を利用した下刈作業の軽減(下左図)

・植栽本数を減らして間伐の軽減(下右図)

③伐採された天然広葉樹林の再生状況の調査

・樹木の種類，切株から出る新芽の発生状況など
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